
１月 19日 「どんど焼き －桜野地域のつながり－」 
 

先週の土曜日、青少協や PTA、地域の皆様による桜野地区、「どん

ど焼き」が行われました。晴天のもと、たくさんの人が訪れて大盛況

でした。６年生の年男、年女の友達により、左義長に火が点火される

と、勢いよく燃えて煙が天にのぼり、竹がどんどんと燃える音がしま

した。勢いよく燃えて煙があがるほど、一年間、無病息災（病気にな

らず、大きな災いもない）でいられるといわれています。今年の燃え

方はたいへん勢いが強く良かったです。そして、訪れた皆さんに桜野

地区名物である手作りの「お雑煮」が配られます。およそ２５００人

分のお雑煮を作るため、今年の始業式の日から準備をされてきまし

た。本当にありがとうございました。子供たちのためにという思いで、

行われている地域行事、すてきだなと思います。 

さて、桜野地域にはさまざまな地域のイベントや季節行事があり

ます。土曜日のように青少協が中心のもの、また、西部コミセン、桜

堤コミセン、地域社協、PTAやあそべえなど、さまざまな団体の皆様

が、イベントや季節行事を考え開催しています。 

では、どうしてそのような地域のイベントや季節行事を考え、実行

しているのでしょうか。人々が集まるのですから、準備や当日の進行

などとても大変なことです。大変なのに、どうして続いているのでし

ょうか。考えてみてください。校長先生は次のように考えます。 

まず、「楽しい」からです。盆踊りや文化祭、どんど焼きなど、参

加すると楽しくてついつい時間を忘れてしまいます。楽しいときに

は自然と笑顔がでてきます。大勢の人の笑顔がそこにはあります。 

次に「人と人がつながる」からです。準備した人同士、参加した人

同士、準備した人と参加した人、人と人とが新たに出会い、そしてつ

ながっていくのです。つながると、仲良しの人が増えます。困ったと

きに助けてくれる人が増えます。自分を分かってくれる人が増えま

す。つながるととても嬉しくなります。 

そして、「やったあ」という、達成感をもてることです。苦労して

作り上げたことで、みんなが楽しんでくれると嬉しくなります。人の



ために役立つことができた、人が喜んでくれた、それはすてきな体験

で気持ちよさを感じます。大変だったけれど、やって良かったと思い

ます。これらは、桜野地域の豊かさにつながっていきます。 

これから皆さんも、地域で行われるイベントや季節行事には、時間

や都合の合う時には、どんどん参加してみてください。そして、桜野

地域のよさをどんどん知っていきましょう。 

 

最後に、今週は、多目的ホールで書き初め展が行われます。書初め

は日本の伝統的な取組です。手本に向き合い、しっかりとした文字を

書くことによって、この１年を充実させようという気持ちにつなが

ります。皆さんの気持ちがこもった書き初め展をたいへん楽しみに

しています。皆さんも、他の学年の作品から、文字の力強さ、美しさ、

字に込めた思いを感じていきましょう。 


